
哲

学

研

究

第
五
百
五
十
三
号

第
四
十
七
巻

第
十
一
冊

曼
茶
羅
の
構
成
（
二
）

清
　
水
　
善
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
一
、
二
）

　
　
　
本
誌
五
四
九
号
に
お
い
て
、
九
世
紀
末
の
制
作
に
な
る
東
寺
西
倉
両
界
曼
里
余
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
造
形
的
特
色
と
し
て
、
ω
曼
茶
羅

　
　
中
に
画
か
れ
た
尊
像
表
現
の
立
体
的
性
格
と
、
㈲
そ
れ
ら
多
数
の
尊
像
を
画
面
に
組
み
込
む
際
の
、
画
面
構
成
に
お
け
る
空
間
性
を
指
摘

　
　
し
、
か
つ
立
体
的
・
空
聞
的
特
色
を
も
つ
東
寺
西
院
曼
茶
羅
は
、
曼
茶
羅
の
造
形
的
な
展
開
過
程
か
ら
み
る
と
原
初
的
と
も
い
え
る
古
聖

　
　
の
段
階
に
位
置
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
推
定
し
た
（
そ
の
概
要
は
後
述
す
る
）
。

　
　
　
本
号
で
は
、
西
院
曼
甲
羅
の
造
形
的
特
色
が
時
代
の
降
る
に
つ
れ
て
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
と
げ
る
か
の
問
題
を
、
以
下
数
点
の
両
界
燕
岳

　
　
羅
と
比
較
す
る
こ
と
を
通
じ
て
検
討
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
あ
ら
か
じ
め
つ
ぎ
の
前
提
条
件
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
　
　
す
な
わ
ち
、
検
討
の
対
象
と
し
て
以
下
に
と
り
あ
げ
る
曼
茶
羅
の
制
作
年
代
と
、
そ
の
曼
茶
宇
が
も
つ
造
形
的
特
色
（
造
形
的
な
発
展

　
　
段
階
）
と
が
必
ず
し
も
対
応
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぽ
、
制
作
年
代
の
古
い
曼
茶
羅
の
す
べ
て
が
造
形
的

　
　
特
色
の
上
か
ら
い
っ
て
も
原
初
的
な
性
格
を
も
つ
と
は
か
ぎ
ら
ず
、
同
時
に
ま
た
、
制
作
年
代
の
降
る
曼
茶
羅
の
す
べ
て
が
、
よ
り
す
す

㎜
ん
だ
造
形
的
段
階
を
み
芸
と
は
か
ぎ
ら
な
い
と
い
う
．
」
と
に
な
ろ
う
。
．
」
の
現
象
は
、
空
々
の
場
食
他
の
主
題
の
仏
画
た
と
え
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図1　東寺西院両界曼騒擾図（胎蔵界）
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図2　東寺西院両界曼難題図（金剛界）



1982

　
　
　
　
哲
学
研
究
第
五
菅
五
十
三
号
四

ば
阿
弥
陀
来
迎
の
有
様
を
情
景
的
に
え
が
い
た
来
迎
図
や
、
釈
迦
の
無
腰
を
同
じ
く
情
景
的
に
え
が
い
た
浬
命
題
な
ど
に
比
し
て
い
っ
そ

う
顕
著
で
あ
る
。

　
そ
の
理
由
は
つ
ぎ
の
こ
点
に
帰
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　
O
　
ひ
と
つ
は
、
平
安
前
期
の
初
頭
、
最
澄
（
延
暦
廿
四
年
、
八
〇
五
）
と
空
海
（
大
同
元
年
、
八
〇
六
）
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
密
教
人
形

羅
が
請
来
さ
れ
て
以
降
、
い
わ
ゆ
る
入
唐
八
家
を
は
じ
め
と
す
る
入
唐
求
法
僧
の
手
で
中
国
か
ら
多
く
の
仏
画
や
丸
干
羅
が
請
来
さ
れ
た

が
、
そ
の
際
、
入
唐
僧
た
ち
は
、
先
行
す
る
入
唐
僧
ら
が
請
来
し
た
仏
画
や
春
立
羅
と
主
題
的
（
図
像
形
式
的
）
に
も
、
造
形
的
に
も
系

統
を
こ
と
に
す
る
も
の
を
意
図
的
に
請
来
す
る
よ
う
努
め
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
た
と
え
ぽ
、
最
澄
の
弟
子
で
延
暦
寺
第
三
世
と
な
っ
た
暦
仁
（
七
九
四
一
八
六
四
、
入
唐
八
家
の
一
人
）
も
承
和
五
年
（
八
三
八
）
に
入
唐

　
　
　
　
　
　
　
　
し
お
ん

し
、
ま
ず
五
台
山
で
志
遠
和
尚
か
ら
自
宗
の
天
台
教
学
を
学
ん
だ
の
ち
、
た
だ
ち
に
唐
墨
長
安
に
お
も
む
き
、
青
竜
寺
の
義
真
阿
闇
梨
に

つ
い
て
胎
蔵
界
と
轍
臨
地
の
大
法
を
受
法
、
ま
た
玄
法
寺
の
灘
銭
か
ら
胎
蔵
界
法
を
、
南
天
竺
の
宝
月
三
蔵
か
ら
番
慰
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
）
の
声
韻
学
を
学
ぶ
な
ど
、
長
安
密
教
の
真
髄
を
会
得
し
、
承
和
十
四
年
（
八
四
七
）
、
前
後
九
年
に
お
よ
ぶ
求
法
を
終
え
て
帰
国
す
る
。

帰
国
に
際
し
て
は
、
両
界
曼
茶
羅
、
金
剛
界
三
十
七
尊
種
子
曼
茶
羅
、
金
剛
界
八
十
一
尊
曼
茶
壷
の
ほ
か
、
多
く
の
仏
画
、
図
像
、
仏
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
う
じ
ん
え

を
請
来
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
金
剛
界
三
十
七
尊
曼
茶
羅
と
八
十
｝
尊
曼
茶
羅
は
金
剛
界
曼
至
当
の
｝
構
成
要
素
で
あ
る
古
身
会
を
独

立
さ
せ
た
特
殊
な
曼
茶
羅
で
、
空
海
も
伝
え
る
こ
と
の
な
か
っ
た
日
本
初
伝
の
曼
茶
壷
で
あ
る
し
、
宝
月
三
蔵
か
ら
修
得
し
た
悉
曇
の
声

韻
学
も
、
最
澄
以
降
の
天
台
密
教
が
弱
点
と
し
て
い
た
学
問
の
分
野
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
師
の
最
澄
も
入
唐
中
、
奈
良
仏

教
に
欠
け
て
い
た
禅
学
や
密
教
を
学
習
し
て
請
来
し
た
が
、
入
唐
の
目
的
が
天
台
教
学
の
修
得
と
そ
の
請
来
に
し
ぼ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は

疑
い
な
い
。
密
教
の
求
法
は
日
程
の
制
限
も
あ
り
、
長
安
に
お
も
む
く
こ
と
な
く
、
台
州
周
辺
に
流
布
し
て
い
た
い
わ
ば
地
方
都
市
の
密

教
を
学
ん
で
帰
国
す
る
と
い
う
不
本
意
な
結
果
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
最
澄
と
時
を
同
じ
く
し
て
入
唐
し
た
空
海
は
唐
都
長
安
に
直
行
し
、
当
時
中
国
密
教
の
第
一
人
者
と
目
さ
れ
て
い
た
青
竜
寺
の



　
　
恵
果
三
野
梨
に
師
事
、
長
安
で
盛
行
し
て
い
た
正
統
的
な
密
教
の
秘
法
を
修
得
し
、
お
び
た
だ
し
い
最
新
の
経
典
、
仏
画
、
仏
具
等
を
た

　
　
ず
さ
え
て
帰
国
し
た
。
そ
の
点
、
最
澄
の
密
教
求
法
は
空
海
に
一
歩
お
く
れ
を
と
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
の
ち
に
単
層
が
七
歳
年
少
の
空

　
　
海
に
辞
を
低
く
し
て
密
教
経
典
の
借
覧
を
申
出
て
い
る
の
も
こ
の
聞
の
事
情
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
最
澄
の
後
継
者
た
ち
に
課
せ
ら
れ

　
　
た
使
命
は
、
師
の
最
澄
が
充
分
果
す
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
中
国
正
統
密
教
の
修
得
と
請
来
、
そ
し
て
空
海
の
密
教
（
東
寺
系
の
密
教
と

　
　
い
う
意
味
で
東
密
と
い
う
）
に
対
抗
し
う
る
天
台
密
教
（
台
密
）
の
独
自
性
を
い
か
に
確
立
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
　
　
第
五
代
座
主
と
な
っ
た
野
阜
（
八
一
四
－
八
九
一
）
も
、
円
仁
と
と
も
に
叡
山
の
密
教
化
と
そ
の
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
果
し
た
。
仁
寿

　
　
三
年
（
八
五
三
）
入
唐
、
ま
ず
天
台
山
に
巡
礼
し
て
自
宗
の
天
台
教
学
を
修
め
た
あ
と
、
円
仁
と
同
様
に
青
竜
寺
の
法
全
に
つ
い
て
両
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
ま
や
ぎ
ょ
う
か
い

　
　
灌
頂
を
受
け
た
ほ
か
、
蘇
悉
地
の
秘
法
や
三
摩
耶
形
戒
を
伝
授
さ
れ
、
天
安
二
年
（
八
五
八
）
丸
五
年
に
わ
た
る
求
法
を
終
え
て
帰
国
す

　
　
る
。
帰
国
に
際
し
て
は
、
円
珍
も
両
界
群
馬
羅
以
下
、
多
く
の
仏
画
、
図
像
、
密
教
玉
具
を
請
来
し
て
い
る
。
い
ま
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
失

　
　
な
わ
れ
た
が
、
円
仁
が
入
唐
中
の
大
中
九
年
（
八
五
五
、
斉
衡
二
年
）
そ
の
師
赤
金
阿
漕
梨
か
ら
付
与
さ
れ
た
金
剛
界
系
の
図
像
集
『
五
部

　
　
心
観
』
（
園
城
寺
）
や
、
円
坐
が
請
来
し
た
請
来
本
を
鎌
倉
遷
代
に
書
写
し
た
と
推
定
さ
れ
る
『
不
動
明
王
三
大
童
子
五
使
者
図
』
（
園
城

　
　
寺
）
な
ど
は
、
東
密
系
と
こ
と
な
る
台
密
独
自
の
図
像
（
仏
画
）
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
入
唐
求
法
に
際
し
て
、
円
珍
が
努
め
て
一
図
、

　
　
異
図
を
渉
猟
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
こ
と
は
、
東
密
、
台
密
と
い
う
宗
派
を
こ
と
に
す
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、
同
一
宗
派
内
に
お
い
て
も
指
摘
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
た
と
え
ば
、
現
在
神
護
寺
に
伝
わ
る
「
紫
紺
地
金
銀
泥
両
界
曼
茶
羅
」
（
高
雄
曼
茶
羅
）
は
空
海
請
来
の
両
界
福
茶
羅
を
空
海
講
来
の

　
　
わ
ず
か
十
六
年
後
の
弘
仁
十
三
年
（
八
二
二
）
に
転
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
、
空
海
本
の
図
像
的
形
式
や
造
形
的
特
色
を
比
較
的

　
　
忠
実
に
伝
承
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
こ
れ
を
前
回
検
討
し
た
同
じ
東
密
系
の
蔓
茶
亭
で
あ
る
東
寺
西
院
茎
茶
羅
（
九
世
紀
末
）

　
　
と
比
較
す
る
と
多
く
の
点
で
相
違
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
例
を
胎
蔵
界
中
台
八
葉
院
の
内
側
四
隅
に
配
さ
れ
る
装
飾
の
花
瓶
に
と
つ

83

@
て
み
る
。
東
寺
西
院
本
で
は
、
四
個
の
花
瓶
は
五
色
界
線
の
四
隅
で
五
色
界
線
の
上
に
乗
る
か
た
ち
に
え
が
か
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
高
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1984

　
　
　
　
哲
学
研
究
　
　
第
五
百
五
十
ご
冒
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

雄
曼
茶
羅
で
は
、
花
瓶
は
い
ず
れ
も
五
色
界
線
と
重
な
る
こ
と
な
く
、
五
色
界
線
を
避
け
、
四
仏
、
五
菩
薩
の
の
る
八
葉
総
弁
と
五
色
界

線
の
四
隅
が
つ
く
る
余
白
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
金
剛
界
曼
茶
羅
で
は
、
東
寺
本
、
高
雄
曼
茶
羅
の
両
本
と
も
、
花
瓶
は
五

色
界
線
上
に
乗
る
か
た
ち
で
え
が
か
れ
て
い
る
）
。

　
花
瓶
を
配
す
る
の
に
、
五
色
界
線
を
避
け
、
五
色
界
線
の
余
白
に
え
が
く
の
は
、
後
に
詳
し
く
検
討
す
る
よ
う
に
、
日
本
で
は
一
般
に

鎌
蒼
時
代
以
降
に
流
行
す
る
形
式
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
西
遊
曼
壷
鐙
（
九
世
紀
末
）
よ
り
も
綱
作
年
代
が
さ
か
の
ぼ
り
、
か
っ
臼
本

初
伝
で
あ
る
空
海
請
来
本
の
形
式
や
造
形
的
特
色
を
忠
実
に
伝
え
る
と
推
定
さ
れ
る
高
雄
曼
茶
羅
（
弘
仁
十
三
年
、
八
二
二
）
は
、
花
瓶
の

処
理
の
仕
方
か
ら
い
え
ぽ
、
東
寺
西
院
本
よ
り
進
展
し
た
段
階
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
し
た
が
っ
て
こ
の
こ
と
は
、
東
寺
西
院
ホ
の
造
形
的
特
色
が
展
開
し
た
結
果
、
高
雄
曼
網
羅
の
特
色
を
生
み
だ
し
た
と
い
う
日
本
内
部

で
の
曼
茶
羅
の
自
律
的
展
開
を
物
語
る
も
の
で
は
な
く
、
空
海
請
来
本
の
原
典
と
な
っ
た
忍
業
羅
（
空
海
請
来
本
が
制
作
さ
れ
る
際
に
原

本
と
な
っ
た
曼
茶
羅
）
と
、
東
寺
西
院
曼
茶
羅
の
原
典
と
な
っ
た
曼
茶
羅
と
が
、
農
本
に
伝
来
す
る
以
前
の
段
階
で
す
で
に
造
形
的
に
相

違
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
西
院
曼
茶
羅
の
糊
作
者
（
も
し
く
は
、
顯
院
本
の
原
典
を
日
本
に
伝
え
た
請
来
者
）

が
、
空
海
よ
り
数
十
年
降
っ
た
時
期
に
、
空
海
請
来
本
の
原
典
よ
り
も
よ
り
古
色
と
い
う
べ
き
曼
茶
羅
を
選
択
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の

で
も
あ
ろ
う
。

　
⇔
　
曼
禅
堂
の
制
作
年
代
と
、
造
形
的
特
色
か
ら
み
た
発
展
段
階
と
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
第
二
の
理
由
と
し
て
、
e
の
「
系
統
の

相
違
」
に
漏
し
て
、
い
わ
ば
「
伝
承
の
固
定
性
」
と
も
い
う
べ
き
側
面
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
ば
し
ぼ
密
教
で
は
師
資
相
承
（
師
資
相
伝
）

と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
る
。
密
教
の
猶
予
（
教
儀
や
加
持
祈
薦
の
作
法
）
は
師
の
阿
鼻
梨
か
ら
選
ば
れ
た
法
弟
に
直
接
口
伝
に
よ
っ
て
伝

承
さ
れ
、
弟
子
は
師
の
教
え
を
ふ
た
た
び
正
し
く
法
孫
に
伝
承
す
る
義
務
を
持
つ
。
こ
の
こ
と
は
曼
年
取
や
図
像
の
伝
承
に
お
い
て
も
同

様
で
、
曼
茶
羅
が
師
の
膨
張
梨
か
ら
法
弟
、
法
孫
に
付
与
さ
れ
た
り
、
書
写
を
許
さ
れ
た
り
す
る
際
に
は
、
原
本
の
形
状
（
尊
像
の
種
類

や
各
尊
像
の
図
像
的
形
式
、
さ
ら
に
は
曼
奈
羅
の
構
成
な
ど
）
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
な
く
正
確
に
伝
え
る
べ
き
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
そ



の
好
例
は
、
い
ま
東
寺
に
伝
承
さ
れ
る
現
図
曼
茶
羅
で
あ
ろ
う
。

　
記
録
に
よ
れ
ば
、
空
海
請
来
本
は
前
述
の
よ
う
に
、
空
海
が
請
来
し
た
十
六
年
後
の
弘
仁
十
三
年
（
八
ご
二
）
に
は
す
で
に
損
傷
が
著
し

く
な
っ
た
た
め
最
初
の
転
写
が
行
な
わ
れ
、
以
下
建
久
二
年
（
二
九
一
）
、
永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
の
計
四
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
園
三
、
四
）

転
写
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
転
写
の
方
法
は
極
め
て
正
確
な
模
写
を
意
図
し
た
ら
し
く
、
最
後
の
転
写
本
で
あ
る
元
禄
本
は
い
ま
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

な
い
空
海
請
来
本
の
形
状
を
現
在
ま
で
正
し
く
伝
承
す
る
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
、
そ
の
た
め
「
現
図
曼
茶
羅
」
の
名
称
で
呼
ば
れ
る
。
こ
う

し
た
現
象
は
、
東
寺
現
図
曼
茶
羅
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
入
唐
八
家
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
阿
閣
梨
に
よ
っ
て
請
来
、
紹
介
さ
れ

た
仏
画
、
曼
茶
羅
に
つ
い
て
も
多
か
れ
少
な
か
れ
い
い
う
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
師
資
相
伝
の
原
則
が
厳
格
に
守
ら
れ
れ
ぽ
守
ら
れ
る
ほ
ど
、

古
様
の
曼
蚕
簿
が
後
世
ま
で
画
き
つ
づ
け
ら
れ
る
可
能
性
は
つ
よ
い
。
制
作
年
代
の
新
旧
（
転
写
年
代
の
新
旧
）
が
、
直
ち
に
図
像
形
式

や
造
形
的
特
色
の
発
展
段
．
階
に
対
応
す
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
第
二
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
条
件
を
考
慮
し
て
、
本
論
で
は
、
以
下
に
取
り
あ
げ
る
曼
茶
羅
の
詳
細
な
罪
作
年
代
の
検
討
や
、
現
存
す
る
曼
茶
羅
の
系
統
的

な
分
類
整
理
を
試
み
る
よ
り
は
、

　
ω
　
東
寺
西
院
曼
茶
々
で
指
摘
さ
れ
た
造
形
的
特
色
が
時
代
の
降
る
に
つ
れ
て
ど
の
よ
う
に
変
遷
を
と
げ
る
か
、
と
い
う
一
般
的
、
か

つ
純
粋
に
造
形
的
な
展
開
過
程
を
た
ど
り
、
あ
わ
せ
て

　
㈲
　
そ
の
造
形
的
展
開
が
、
空
海
請
来
本
の
形
状
を
忠
実
に
伝
承
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
東
寺
現
華
墨
茶
羅
（
元
禄
本
）
の
場
合
に

お
い
て
す
ら
例
外
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

　
の
　
そ
の
意
味
を
、
イ
ン
ド
以
降
に
お
け
る
曼
茶
羅
発
展
の
過
程
と
関
連
さ
ぜ
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

1985

二

以
下
に
数
点
の
曼
茶
壷
を
検
討
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、

　
　
　
曼
茶
羅
の
構
成
（
二
）

そ
の
方
法
を
確
認
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、

前
号
（
五
四
九
号
）

　
　
　
　
七

で
考
察
し
た



1986

哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
三
号

図3　東寺両界曼欝欝図（元禄本，胎蔵界）

八



1987

曼
茶
羅
の
構
成
（
二
）

図4　東寺両界曼茶羅図（元禄本，金剛界）

九



1988

　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
三
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

東
寺
西
院
曼
茶
羅
の
造
形
的
特
色
を
簡
単
に
要
約
す
れ
ば
つ
ぎ
の
如
く
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
ω
　
ま
ず
画
面
の
か
た
ち
は
右
横
の
法
量
（
寸
法
）
が
正
方
形
に
近
い
比
率
を
も
つ
た
め
（
縦
一
八
三
・
三
セ
ソ
チ
、
横
一
五
四
セ
ン

チ
で
、
横
を
一
と
し
た
竪
の
比
率
は
一
・
一
九
と
な
り
、
わ
ず
か
に
竪
が
長
い
と
は
い
え
ほ
ぼ
正
方
形
に
近
い
画
面
で
あ
る
）
、
胎
蔵
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
い
ん
え

曼
茶
羅
で
は
中
心
部
の
中
台
八
葉
院
、
金
剛
界
曼
茶
話
で
は
大
日
如
来
を
安
置
す
る
一
印
会
の
五
色
界
線
が
ほ
ぼ
正
方
形
に
近
い
画
面
を

つ
く
っ
て
い
る
。
つ
い
で
、

　
②
　
五
色
界
線
の
中
央
に
配
さ
れ
る
胎
蔵
界
中
台
八
葉
院
の
八
葉
蓮
弁
と
金
剛
界
一
纏
会
の
月
輪
が
、
上
下
左
右
の
四
ヵ
所
で
と
も
に

五
色
界
線
か
ら
大
き
く
は
み
出
す
よ
う
に
重
ね
て
え
が
か
れ
、

　
③
　
か
つ
、
中
台
八
葉
院
で
は
、
ま
ず
曼
茶
羅
の
地
（
紺
地
）
に
接
し
た
五
鈷
杵
を
も
っ
と
も
奥
の
層
と
し
、
以
下
四
菩
薩
の
受
認
弁
、

四
仏
の
朱
蓮
弁
、
大
日
如
来
の
月
輪
と
い
う
よ
う
に
、
順
次
観
る
者
に
向
っ
て
近
づ
く
段
階
的
な
空
間
の
層
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　
ω
　
さ
ら
に
胎
蔵
界
で
は
、
段
階
的
に
形
成
さ
れ
る
朱
思
弁
の
各
層
に
そ
れ
ぞ
れ
四
菩
薩
、
四
仏
、
大
日
如
来
な
ど
の
九
尊
像
が
配
さ

れ
る
た
め
、
四
菩
薩
が
も
っ
と
も
奥
に
あ
り
、
つ
い
で
四
仏
が
そ
の
手
前
に
、
そ
し
て
最
後
に
大
日
如
来
が
も
っ
と
も
観
る
老
の
身
近
に

浮
び
あ
が
る
と
い
う
よ
う
に
、
願
次
三
つ
の
尊
像
の
層
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

　
⑤
そ
の
際
各
尊
像
の
描
法
は
、
濃
厚
な
隈
取
り
を
多
用
し
画
像
と
し
て
極
限
ま
で
立
体
感
（
量
感
）
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
、
各

尊
像
が
観
る
者
に
向
っ
て
浮
び
あ
が
る
と
い
う
空
間
的
な
印
象
は
い
っ
そ
う
強
め
ら
れ
る
結
果
と
な
る
。

　
⑥
　
金
岡
界
一
三
会
に
お
け
る
大
日
如
来
の
表
現
、
お
よ
び
背
景
と
な
る
月
輪
と
大
臼
如
来
と
の
関
係
も
、
胎
蔵
界
中
台
八
葉
院
に
配

さ
れ
る
各
尊
像
の
場
合
と
同
工
で
あ
る
。

　
ω
　
こ
れ
に
加
え
て
、
通
常
な
ら
ば
五
色
界
線
を
避
け
て
適
当
な
余
白
に
配
さ
る
べ
き
四
隅
の
花
瓶
を
、
五
色
界
線
上
に
重
ね
て
え
が

い
た
こ
と
な
ど
も
、
西
院
曼
茶
羅
の
空
間
性
の
強
調
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
以
下
、
数
例
の
両
界
玉
茶
羅
を
と
り
あ
げ
、
西
院
曼
奈
羅
で
指
摘
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
諸
特
色
が
時
代
の
降
る
に
つ
れ
て
い
か
に
変
化
す



る
か
の
諸
相
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
検
討
作
例
を
、

　
A
　
西
院
曼
茶
羅
に
類
似
す
る
「
比
較
的
正
方
形
に
近
い
画
面
を
保
つ
作
例
」
と
、

　
B
　
「
画
面
が
竪
長
に
変
化
し
た
作
例
」
と
の
二
種
に
分
け
る
。

つ
い
で
、
A
、
8
の
二
種
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、

　
ω
　
胎
蔵
界
曼
茶
羅
で
は
中
台
八
葉
院
の
八
葉
塁
砦
と
専
像
自
体
の
表
現
、
金
圓
界
曼
叢
叢
で
は
月
輪
と
大
日
如
来
自
体
の
表
現
を
検

討
し
、
つ
い
で
、

　
②
　
中
台
八
葉
院
の
八
葉
蓮
弁
と
一
食
会
の
月
輪
が
そ
れ
ぞ
れ
の
五
色
界
線
と
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
か
を
検
討
、
あ
わ
せ
て
、

　
㈹
　
中
台
八
葉
院
、
一
印
会
の
四
隅
に
配
さ
れ
る
花
瓶
の
表
現
を
検
討
す
る
。
最
後
に
、

　
ω
　
こ
れ
ら
の
検
討
を
通
じ
て
、
検
討
作
例
が
そ
れ
ぞ
れ
西
院
曼
森
羅
と
ど
の
よ
う
に
こ
と
な
る
「
曼
茶
羅
の
空
間
」
を
獲
得
し
た
か

を
考
察
し
、
曼
茶
羅
の
展
開
を
あ
と
づ
け
る
。

三

　
　
　
A
　
「
比
較
的
正
方
形
に
近
い
画
面
を
保
つ
作
例
」

　
　
　
　
　
た
い
せ
ん
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）
（
図
門
五
、
　
六
）

　
　
　
瓦
　
太
山
寺
両
界
曼
茶
羅
図
（
十
四
世
紀
）

　
　
　
竪
一
一
七
・
五
セ
ン
チ
、
横
一
〇
六
・
八
セ
ン
チ
の
画
面
。
横
を
一
と
す
る
竪
の
比
率
は
一
・
一
〇
で
ほ
ぼ
正
方
形
に
近
く
、
胎
蔵
界

　
　
中
台
八
葉
院
の
五
色
界
線
が
つ
く
る
区
画
も
ほ
ぼ
正
方
形
で
あ
る
。
太
山
寺
本
は
胎
蔵
界
曼
茶
羅
の
場
舎
、
東
寺
西
語
曼
黒
黒
ほ
ど
で
は

　
　
な
い
に
せ
よ
、
い
ま
大
き
く
花
咲
い
た
八
葉
蓮
置
上
で
、
大
日
如
来
以
下
の
五
仏
と
四
菩
薩
が
曼
茶
羅
の
地
（
現
状
で
は
黒
褐
色
）
か
ら

螂
浮
ぴ
あ
が
り
、
観
る
者
の
身
誓
迫
る
と
い
う
動
的
な
印
象
は
さ
ほ
ど
失
な
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
器
は
ど
．
た
あ
る
の
か
。

1　
　
　
　
　
　
曼
茶
羅
の
構
成
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



1990

哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
三
号

図5　太山寺両界曼茶羅図（胎蔵界）

＝
一



1991

曼
茶
羅
の
構
成
（
二
）

＝
二

鍵

霧

螺

図6　太山寺両界曼茶羅図（金剛界）

鋸鍵



1992

　
　
　
　
哲
学
研
究
第
五
百
五
十
三
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
四

　
中
台
八
葉
院
の
構
成
は
、
ま
ず
こ
こ
で
も
四
仏
と
四
菩
薩
が
坐
る
蓮
弁
の
間
か
ら
八
本
の
三
面
杵
が
斜
め
に
突
き
出
し
、
先
端
の
爪
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鋤
七
、
八
、
九
）

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
一
本
を
五
色
界
線
上
に
の
せ
て
い
る
。
三
富
杵
の
上
（
視
る
老
か
ら
い
え
ぽ
三
鈷
杵
の
手
前
）
に
は
四
菩
薩
の
蓮
弁
が
重

な
り
、
さ
ら
に
上
下
左
右
（
東
西
南
北
）
に
位
置
す
る
四
仏
の
蓮
弁
が
四
菩
薩
の
蓮
面
上
に
か
ぶ
さ
り
な
が
ら
、
先
端
を
五
色
界
線
の
上

に
の
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
も
東
寺
西
院
本
に
似
て
、
五
色
界
線
の
地
（
曼
茶
羅
の
地
）
、
五
鈷
杵
、
四
菩
薩
の
蓮
弁
、
四
仏

の
蓮
弁
と
い
う
よ
う
に
、
順
次
空
間
の
層
が
形
成
さ
れ
、
最
後
に
大
日
如
来
の
月
輪
が
最
上
部
（
観
る
者
か
ら
す
れ
ぽ
も
っ
と
も
手
前
）

に
重
な
っ
て
い
る
。
四
菩
薩
と
四
仏
は
そ
れ
ぞ
れ
階
層
的
に
重
な
る
朱
蓮
弁
上
に
坐
し
、
大
日
如
来
は
も
っ
と
も
手
前
の
月
輪
上
に
坐
る

か
ら
、
尊
像
の
間
に
も
、
画
面
の
も
っ
と
も
奥
に
四
菩
薩
の
層
が
あ
り
、
つ
い
で
そ
の
上
に
（
そ
の
手
前
に
）
四
仏
、
大
日
如
来
と
い
う

よ
う
に
三
つ
の
空
間
の
層
が
み
て
と
れ
る
。

　
し
か
し
そ
の
反
面
、
太
山
寺
両
界
曲
金
羅
に
は
、
東
寺
西
院
本
と
こ
と
な
る
い
く
つ
か
の
相
違
点
も
あ
る
。

　
ω
　
西
院
本
で
は
、
四
菩
薩
、
四
仏
が
の
る
八
葉
の
朱
重
弁
は
大
日
如
来
の
背
景
で
あ
る
月
輪
の
大
き
さ
に
比
べ
て
多
少
小
さ
く
え
が

か
れ
て
い
た
が
、
八
葉
定
心
の
先
端
は
い
ず
れ
も
先
の
と
が
っ
た
か
た
ち
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
の
で
、
四
菩
薩
（
つ
ま
り
、
右
上
方
普
賢

菩
薩
、
右
下
方
文
殊
菩
薩
、
左
上
方
弥
勒
菩
薩
、
左
下
方
観
音
菩
薩
）
の
蓮
弁
と
五
色
界
線
と
の
間
（
五
色
界
線
の
内
側
四
隅
）
に
は
ほ

と
ん
ど
余
白
を
の
こ
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
太
山
寺
本
で
は
、
四
仏
と
四
菩
薩
の
総
弁
は
大
臼
如
来
の
月
輪
に
比
し
て
明
ら
か

に
小
さ
く
え
が
か
れ
、
か
つ
四
菩
薩
の
蓮
弁
の
み
、
四
仏
の
達
弁
と
違
い
、
先
端
が
押
し
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
平
ら
だ
い
か
た
ち
に
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
園
八
、
九
）

ら
れ
て
い
る
の
で
、
五
色
界
線
の
四
隅
に
は
東
寺
西
院
本
に
比
し
て
よ
り
大
き
い
余
白
を
生
む
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
太
肉
寺

本
で
は
、
中
台
八
葉
院
の
五
色
界
線
が
ほ
ぼ
正
方
形
に
近
く
、
か
つ
四
仏
の
蓮
弁
が
そ
の
先
端
を
五
色
界
線
上
に
重
ね
る
ほ
ど
五
色
界
線

全
体
の
区
画
に
比
し
て
大
き
く
え
が
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
八
葉
蓮
弁
が
五
色
界
線
を
押
し
の
け
る
よ
う
に
し
て
曼
茶
羅
の
地

か
ら
浮
び
あ
が
る
と
い
う
力
強
い
動
的
な
印
象
は
、
東
寺
西
院
本
に
比
し
て
弱
い
。

　
②
　
こ
れ
に
加
え
て
太
山
寺
本
で
は
、
尊
像
自
体
の
表
現
に
も
、
中
台
八
葉
院
に
お
け
る
空
聞
表
現
の
後
退
と
深
く
関
係
し
た
変
化
が



　
　
見
ら
れ
る
。

　
　
　
こ
こ
で
は
、
尊
像
の
肉
身
描
写
に
東
寺
西
院
本
ほ
ど
立
体
性
が
意
図
さ
れ
て
い
な
い
。
各
尊
像
は
ま
ず
、

　
　
　
ω
　
頭
部
、
胴
部
、
脚
部
な
ど
身
体
各
部
の
形
態
を
輪
廓
線
で
か
た
ち
ど
る
際
、
特
定
の
部
分
を
と
く
に
大
き
く
、
あ
る
い
は
と
く
に

　
　
小
さ
く
つ
く
る
と
い
う
よ
う
に
特
定
部
分
の
比
率
や
対
比
を
誇
張
す
る
こ
と
な
く
、
全
体
と
し
て
調
和
の
と
れ
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
で
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
、
八
、
九
、
　
一
〇
）

　
　
た
ち
つ
く
っ
て
い
る
の
で
、
像
自
体
の
厚
味
や
充
実
感
は
お
の
ず
と
乏
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
回
　
そ
の
際
、
身
体
の
形
態
を
か
た
ち
ど
る
輪
廓
線
に
つ
い
て
も
西
院
本
と
い
ち
じ
る
し
い
相
違
が
あ
る
。
西
院
本
の
場
合
、
輪
廓
の

　
　
朱
線
は
身
体
の
大
き
さ
に
比
し
て
や
や
太
目
の
描
線
で
、
肥
痩
の
変
化
は
な
い
が
柔
軟
さ
と
重
量
感
を
も
ち
、
し
た
が
っ
て
太
い
混
線
で

　
　
囲
ま
れ
た
身
体
各
部
は
み
る
か
ら
に
厚
味
あ
る
立
体
感
と
柔
軟
な
肉
身
の
充
実
感
を
か
も
し
出
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
太
由
寺
本
で
は
、

　
　
頭
院
本
ほ
ど
の
太
さ
も
築
三
も
な
い
、
し
た
が
っ
て
柔
軟
さ
や
重
量
感
に
欠
け
る
朱
の
鉄
線
描
を
用
い
て
形
態
を
と
ら
え
て
い
る
の
で
、

　
　
え
が
か
れ
た
尊
像
の
厚
味
や
充
実
感
は
い
っ
そ
う
乏
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
の
　
身
体
の
立
体
感
を
強
調
す
る
た
め
に
用
い
る
隈
取
り
の
技
法
は
ど
う
か
。
隈
取
り
は
、
朱
が
濃
厚
で
あ
れ
ぽ
あ
る
ほ
ど
、
隈
取
り

　
　
を
ほ
ど
こ
す
部
分
が
広
範
囲
で
あ
れ
ぽ
あ
る
ほ
ど
、
ま
た
隈
取
り
部
分
と
隈
取
り
を
ほ
ど
こ
さ
な
い
部
分
と
の
色
調
の
対
比
（
濃
淡
の
対

　
　
比
）
が
強
烈
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
さ
ら
に
両
老
の
色
調
の
変
化
が
急
激
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
一
般
的
に
尉
象
の
立
体
感
は
よ
り
ょ
く

　
　
表
現
さ
れ
る
。
太
山
寺
本
で
は
、
身
体
各
部
に
ほ
ど
こ
さ
れ
る
隈
取
り
の
範
囲
が
せ
ま
く
、
朱
の
色
調
も
淡
い
。
か
つ
周
縁
部
か
ら
中
央

　
　
部
に
か
け
て
の
色
調
の
変
化
も
お
だ
や
か
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
太
山
寺
曼
茶
羅
の
尊
像
表
現
で
は
、
輪
廓
線
に
よ
る
形
態
の
把
握
、
輪
廓
線
の
描
線
と
し
て
の
性
質
、
隈

　
　
取
り
の
手
法
な
ど
い
ず
れ
も
肉
身
部
の
立
体
性
（
量
感
）
を
強
調
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
お
ら
ず
、
尊
像
の
立
体
的
な
量
感
よ
り
も
、
む

　
　
し
ろ
身
体
各
部
を
整
っ
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
で
構
成
し
、
形
態
的
な
観
点
か
ら
み
て
静
的
で
お
だ
や
か
な
尊
像
表
現
を
音
心
長
し
た
よ
う
に

螂
思
わ
れ
る
。
．
．
の
身
体
表
建
指
摘
さ
れ
た
立
体
性
の
後
退
は
ω
で
述
べ
た
害
八
葉
院
の
構
嘆
つ
ま
り
八
葉
論
弁
の
構
盛
お
け
る

1　
　
　
　
　
　
曼
茶
羅
の
構
成
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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折
阿
瀞
ナ
研
究
　
箪
が
五
百
五
十
ゴ
冒
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

空
間
性
の
後
退
と
相
互
に
関
連
し
、
中
台
八
葉
院
の
四
仏
の
蓮
弁
が
五
色
界
線
の
上
（
あ
る
い
は
手
前
）
に
重
な
っ
て
乗
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
蓮
弁
上
の
各
尊
像
が
東
寺
西
院
本
に
比
し
て
視
る
者
に
遮
る
と
こ
ろ
が
意
外
に
少
な
い
と
い
う
「
壁
塗
羅
の
空
間
性
」
の
後
退
を

ま
ね
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
紛
　
太
山
寺
の
画
面
構
成
や
尊
像
表
現
に
空
間
性
や
立
体
性
が
失
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
と
関
係
し
て
、
五
色
界
線
の
四
隅
に
配
さ
れ

る
花
瓶
の
処
理
に
も
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
東
寺
西
院
本
で
は
、
花
瓶
は
金
剛
界
、
胎
蔵
界
曼
茶
羅
の
双
方
と
も
、
五
色
界
線
の
四
隅
で
界
線
上
に
重
な
る
か
た
ち
で
え
が
か
れ

て
い
た
。
こ
の
描
写
は
、
西
院
糧
嚢
羅
が
、
蘇
像
表
現
の
点
で
も
、
朱
蓮
弁
の
構
成
か
ら
い
っ
て
も
、
曼
茶
羅
空
間
の
立
体
的
表
現
を
意

図
し
て
い
た
こ
と
と
見
事
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
太
山
寺
本
で
は
、
花
瓶
に
差
さ
れ
た
蓮
華
と
花
瓶
が
の
る
敷
物
の

一
部
が
な
お
五
色
界
線
上
に
重
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
花
瓶
の
大
部
分
は
五
色
界
線
と
重
な
る
こ
と
な
く
、
区
画
の
四
隅
に
生
じ
た
余
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
八
、
九
）

を
埋
め
る
か
た
ち
で
置
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
ω
で
検
討
し
た
蓮
弁
の
特
色
、
す
な
わ
ち
中
台
八
葉
院
を
構
成
す
る
八
蓮
弁

の
う
ち
、
如
菩
薩
の
蓮
弁
の
先
端
が
押
し
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
平
ら
な
か
た
ち
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
の
も
、
五
色
界
線
の
四
隅
に
ひ
ろ
い

余
白
を
つ
く
り
、
花
瓶
を
五
色
界
線
と
重
な
る
こ
と
な
く
配
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
工
夫
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
埋
茶
羅
を
よ
り
平

面
的
な
空
間
に
お
い
て
え
が
こ
う
と
す
る
太
山
寺
本
の
意
図
は
、
花
瓶
と
い
う
、
曼
茶
羅
の
ご
く
一
部
の
構
成
要
素
の
裏
戸
に
も
顕
著
な

変
化
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）

註
（
1
）
　
太
山
寺
両
界
曼
無
量
の
う
ち
、
金
剛
界
は
成
身
会
を
独
立
さ
せ
た
八
十
一
尊
皇
茶
羅
の
構
成
を
と
り
、
天
台
系
の
特
色
を
み
せ
る
。
本
論
で
は

　
し
た
が
っ
て
、
金
剛
界
は
考
察
の
対
象
か
ら
は
ず
し
、
胎
蔵
界
砥
茶
羅
を
と
り
あ
げ
る
。
胎
蔵
界
蔓
茶
羅
は
尊
像
の
細
部
の
形
式
、
配
置
に
現
図
系

曼
茶
羅
と
多
少
の
異
間
が
あ
る
が
、
中
台
八
葉
院
の
構
成
は
大
差
が
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
し
み
ず
・
ぜ
ん
ぞ
う
　
京
都
大
学
文
学
部
〔
美
学
美
術
史
学
〕
教
授
）



1995

曼
茶
羅
の
構
成
（
二
）

一
七

霞継貿．

　・s’E’

図9　太山寺胎蔵界曼茶羅（部分，三）

　　瓢擦
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図10太山寺胎蔵界曼茶羅（部分，四）

図7　太山寺胎蔵界曼茶羅（部分，一）

、鯵・．灘．慧

図8　太山寺胎蔵界曼茶羅（部分，ご）


